
墨 田 区（報道） 

                  令和５年２月 27 日 佐藤 
～ 区内の福祉作業所で作られる素敵な製品の魅力を動画で紹介します ～ 

子どもＰＲ大使が福祉プロジェクト
「すみのわ」の製品紹介動画を作成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
《写真》①②③当日の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
《概要》 

日時：令和５年２月 26 日（日）13 時 00 分～17 時00 分 
内容：地域福祉プロジェクト「すみのわ」についてプロジェクトの内容や製品の魅力を映像で伝える 
講師：鎌田 隆裕（映像ディレクター）・鎌田 規聖（映像プロデューサー） 
ゲスト：關 真由美（デザイナー／「すみのわ」メンバー） 
※「すみのわ」https://www.city.sumida.lg.jp/kenko_fukushi/syougai/shigoto_koyou/ta804000201686.html 

《参考》「すみだ子ども PR 大使」について 
すみだの魅力を幅広く発信する特命大使で、令和４年５月に実施したワークショップ修了後、区長か

ら「すみだ子ども PR 大使」に任命された。 
概要：https://www.city.sumida.lg.jp/kuseijoho/kouhoukatudou/kodomo-pr-taisi/gaiyou.html 
対象：区内在住の小学３年生～６年生（令和４年度任期：令和５年３月末まで） 
人数：２１名(４期生：１０名、５期生：１１名)  

《問合せ》企画経営室広報広聴担当 03-5608-6220 
☆お問合せは、午後５時までにお願いいたします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

 ２月 26 日（日）に、すみだ子どもＰＲ大使がワークショップに参加。今回は、「動画を作って魅力を発信
すること」を目的として６人の子どもたちが集まりました。今回の取材は「地域福祉プロジェクト『すみの
わ』」を取り上げます。プロジェクトの背景や、生み出される製品の魅力などを発信します。 
 まずは「動画」について学習。「映像ってなに？」というテーマについて考え、「何かを伝えるためのツー
ル」であることを学びました。 
 その後、ゲストとして区内の地域福祉プロジェクト『すみのわ』を運営するメンバー關 真由美さんが登
壇。プロジェクトを始めたきっかけや、今後の目標などについての話を聞きながら、「すみのわ」の製品の
魅力を伝えるために、カメラの構図や製品の並べ方など、３つのペアに分かれてそれぞれアイデアを出しな
がら「物撮り」を行いました。「この石を使ってみよう」「下にはこのフェルト生地を敷いてみよう」など、
試行錯誤しながら考えました。 

その後は、關さんへのインタビューの映像を撮影。カメラマン、インタビュアーの役割分担をして、用意
されたスマートフォンを使って３つの方向、画角からの撮影に挑戦しました。 

この日は、撮影した動画を、講師がある程度編集した映像を上映、子どもたちは自分たちで撮影した動画
がたくさん使われた「すみのわ」のＰＲ映像に大満足。半日のワークショップはあっという間に終了し、こ
の日の活動を終了しました。近日中に、最終的な完成版の動画は区公式 YouTube チャンネルにて公開を予
定しています。 

講師は「こだわって撮影している様子や、思いもよらない撮影のアイデアなど、私たちもとても良い刺激
を受けました。」と活動を振り返り、ゲストの關さんも「インタビューを通してこれまでの活動を改めて振
り返る機会になりました。皆さんに撮ってもらった映像で、このプロジェクトをさらに盛り上げられたらと
思います。」と話しました。 

今回の活動で、今年度のすみだ子どもＰＲ大使４･５期生の活動はすべて終了しました。来期は一体どん
な子どもたちが、どんな活動をするのか、ご期待ください。 
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